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短
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│
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絵
・
い
く
つ
か 

②
│
│ 

 

空
の
奥
覗
く
目
を
持
つ
少
年
が
ひ
っ
そ
り
と
い
る 

そ
の
青
の
時
代 

 

大
き
掌
が
魚
悲
し
む
ご
と
く
冷
ゆ
青
の
時
代
の
ピ 

カ
ソ
の
男
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
） 

 

ゆ
る
ぎ
な
く
正
面
見
据
え
意
思
し
め
す
娼
婦
カ
ロ 

リ
ー
ヌ
光
背
を
持
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
） 

 

革
命
を
越
え
き
し
メ
キ
シ
コ
ル
ネ
サ
ン
ス
・
カ
ー 

ロ
の
女
の
は
る
か
な
視
線 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
フ
リ
ー
ダ
・
カ
ー
ロ
） 

 

ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
描
く
女
は
甘
え
な
い
歌
い
手
も 

娼
婦
も
ひ
た
と
前
向
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ト
ゥ
ル
ー
ズ
・
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
野 

和
子 

 想
さ
れ
、
市
が
業
者
に
要
望

書
を
提
出
し
た
。
そ
の
内
容

は
、
市
が
検
討
し
て
い
る
「
高

さ
規
制
」
を
踏
ま
え
た
も
の

に
計
画
変
更
す
る
こ
と
。
観

測
装
置
が
全
面
移
転
と
な
る

場
合
は
、
市
民
は
看
過
で
き

な
い
為
、
気
象
台
と
充
分
協

議
す
る
こ
と
。
ま
た
、
建
替

え
の
際
に
は
高
さ
制
限
が
加

わ
る
こ
と
を
購
入
者
に
説
明

す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
た

と
の
こ
と
。 

 

こ
れ
に
対
し
業
者
側
の
回 
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人
で
持
ち
、
駆
け
っ
こ
し
な
が

ら
畳
ん
で
い
く
。
「
わ
あ
、
以

外
と
重
い
ね
え
」
と
言
い
な
が

ら
何
人
か
で
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ

シ
ョ
と
通
ぶ
。
昨
日
ま
で
見
知

ら
ぬ
間
柄
だ
っ
た
の
に
、
笑
顔

で「
私
も
持
つ
よ
」と
手
伝
う
。

近
頃
の
子
供
た
ち
は
人
の
た

め
に
働
く
と
い
う
こ
と
を
し

な
い
、
と
評
す
る
大
人
が
い
る

が
、
そ
れ
は
絶
対
に
間
違
い
だ

と
、
こ
の
子
た
ち
を
見
て
い
た

誰
も
が
思
っ
た
は
ず
。
自
分
が

働
く
こ
と
で
人
が
喜
ぶ
体
験

や
、
自
分
を
生
か
す
場
が
あ
れ

ば
、
こ
の
子
た
ち
は
も
っ
と
も

っ
と
伸
び
て
い
く
。
同
時
に
私

た
ち
大
人
も
こ
の
子
た
ち
の

お
手
本
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
、

日
頃
の
わ
が
身
を
振
り
返
る

貴
重
な
二
日
と
な
っ
た
。 

〈
子
供
ス
タ
ッ
フ
の
母
〉

を
設
け
た
方
が
い
い
の
で

は
？
」
と
不
安
に
思
う
声
も

聞
か
れ
た
が
、
子
供
た
ち
は

そ
ん
な
声
を
吹
き
飛
ば
す
程

パ
ワ
フ
ル
だ
っ
た
。 
 

三
月
二
日
、
い
よ
い
よ
本

番
。
子
供
た
ち
の
表
情
に
固 

さ
は
な
い
。
机
や
看
板
の
設 

     

置
、
風
船
で
の
飾
り
つ
け
、

店
の
品
出
し
、
各
ブ
ー
ス
の

準
備
な
ど
、
指
示
を
仰
ぎ
な

が
ら
着
々
と
進
め
る
。
開
会

式
が
終
わ
っ
て
お
客
が
増
え

て
く
る
と
、
受
付
や
銀
行
が

賑
わ
い
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ

や
銀
行
員
は
少
々
慌
た
だ
し

い
様
相
。
だ
が
子
供
た
ち
の 

 

二
十
四
日
（
日
）
に
子
供
ス

タ
ッ
フ
の
勉
強
会
が
行
わ
れ

た
が
、
こ
こ
で
顔
合
わ
せ
と

各
業
種
へ
の
ス
タ
ッ
フ
振
り

分
け
、
そ
し
て
打
合
せ
を
お

こ
な
っ
た
。
大
人
ス
タ
ッ
フ

が
説
明
す
る
仕
事
の
内
容
を

真
剣
に
メ
モ
す
る
子
供
た

ち
。
約
束
事
の 

「
あ
り
が
と
う 

・
ご
め
ん
な
さ 

い
」「
え
が
お 

で
あ
い
さ
つ
」 

等
を
た
ど
た
ど
し
く
書
い
て

い
た
。
各
業
種
に
分
か
れ
る

時
も
、
自
分
か
や
り
た
い
仕

事
に
就
こ
う
と
必
死
。
業
種

ご
と
の
説
明
の
時
に
も
、

様
々
な
質
問
が
飛
び
交
っ
て

い
た
。
一
緒
に
勉
強
会
に
出

席
し
た
保
護
者
か
ら
は
「
も

う
少
し
枠
組
み
や
判
断
基
準 

 

 

昭
和
三
八
年
、
新
産
業
都
市
建
設

促
進
法
に
伴
い
東
駿
河
湾
工
業
整
備

特
別
地
域
開
発
計
画
が
内
定
、
三

島
・
清
水
・
沼
津
石
油
化
学
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。
三
島

市
民
が
こ
れ
を
阻
止
し
て
有
名
に
な

っ
た
。
計
画
は
中
郷
地
区
の
人
々
、

町
内
会
連
合
会
、
婦
人
連
盟
、
商
工

会
議
所
、
商
店
街
、
文
化
団
体
、
地

区
労
な
ど
三
島
市
内
の
ほ
ぼ
全
て
の

組
織
が
反
対
、
清
水
町
に
続
い
て
沼

津
市
も
反
対
し
て
終
結
し
た
。 

 

こ
の
阻
止
の
根
幹
に
三
島
市
民
に

も
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
重
要
な
事

実
が
あ
る
。
そ
れ
は
三
島
測
候
所
が

果
た
し
た
役
割
で
あ
る
。
同
所
は
石

油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
計
画
が
出
る

と
「
三
島
測
候
所
資
料
」
を
作
成
し

た
。
そ
の
内
容
は
昭
和
十
二
年
～
三

五
年
頃
の
観
測
資
料
か
ら
作
成
さ
れ

た
「
三
島
市
付
近
の
断
面
図
、
月
別

高
度
別
平
均
風
速
、
霧
の
階
級
別
の

月
出
現
日
数
、
気
温
逆
転
出
現
平
均

日
数
、
午
前
６
時
に
箱
根
山
の
気
温

が
三
島
よ
り
高
く
な
っ
て
い
た
と
き

の
資
料
、
月
別
時
刻
別
風
速
、
季
節

別
・
高
度
別
の
風
向
出
現
率
な
ど
の

図
や
表
（
Ｂ
４
版
８
頁
）
」
で
あ
る
。

こ
の
資
料
は
角
田
不
二
雄
氏
が
集
め

た
四
日
市
公
害
に
関
す
る
三
重
大

学
、
四
日
市
市
や
四
日
市
保
健
所
そ 

商
売
替
え
を
し
た

と
の
こ
と
。
紅
茶
が

専
門
で
、
世
界
の
主

な
紅
茶
を
取
り
揃

え
、
お
茶
の
販
売
も

し
て
い
る
。
営
業
時

間
は
朝
十
時
か
ら

夕
方
五
時
ま
で
。
珈

琲
は
ブ
レ
ン
ド
が

四
八
二
円
、
食
事
も

出
来
る
。
自
家
製
の

パ
ン
や
オ
ム
ラ
イ

ス
七
五
〇
円
が
評

判
が
良
い
と
の
こ

と
。
そ
の
他
、
サ
ー

ビ
ス
ラ
ン
チ
が
九

８ 

    

員
会
主
催
の
「
ブ
ー
ス
イ
ベ

ン
ト 

か
え
っ
こ
し
よ
う
買

い
物
ご
っ
こ
」
が
錦
田
小
学

校
体
育
館
に
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
四

回
目
と
な
る
が
、
お
客
だ
け

で
な
く
昨
年
か
ら
ス
タ
ッ
フ

に
も
子
供
を
起
用
し
た
の
が

特
徴
だ
。
子
供
ス
タ
ッ
フ
の

募
集
は
、
昨
年
の
子
供
ス
タ

ッ
フ
ヘ
の
通
知
の
他
、
各

小
・
中
学
校
に
募
集
チ
ラ
シ

が
配
付
さ
れ
、
四
十
名
以
上

の
応
募
が
あ
っ
た
。
業
種
は

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
、
銀
行
員
、

店
員
、
ブ
ー
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

の
四
業
種
。 

イ
ベ
ン
ト
に
先
立
ち
二
月 

 

去
る
三
月

二
日
（
日
）、

三
島
エ
コ
マ

ネ
ー
実
行
委 

―――三島発の気象情報が消える（１）――― 

三島測候所跡地にマンション 建設反対の声！ 
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の
他
資
料
と
共
に
遺
伝
学
研

究
所
の
松
村
清
二
博
士
、
岡

彦
一
博
士
、
松
永
英
博
士
ら

に
提
供
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は

遺
伝
研
内
で
検
討
さ
れ
、
松

永
英
博
士
が
遺
伝
研
を
代
表

し
て
長
谷
川
泰
三
市
長
に
石

油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
進
出

反
対
を
申
し
入
れ
た
の
で
あ

る
。
松
永
英
博
士
の
申
し
出

に
対
し
、
長
谷
川
市
長
は
遺

伝
研
の
先
生
方
に
公
害
調
査

を
依
頼
、
松
村
調
査
団
が
結

成
さ
れ
た
。
同
調
査
団
は
「
会 

 

三
島
大
社
駐
車
場
入
り
口

の
道
路
向
か
い
に
喫
茶
店

「
ジ
ャ
コ
ン
ヌ
」
が
あ
る
。

名
前
の
由
来
は
、
ク
ラ
ッ
シ

ッ
ク
音
楽
、
バ
ッ
ハ
の
曲
の

名
前
か
ら
付
け
た
そ
う
だ
。

今
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
ジ
ャ
ズ
が

多
い
が
、
以
前
は
ク
ラ
ッ
シ

ッ
ク
を
好
ん
で
流
し
て
い
た

と
の
こ
と
。
お
店
は
九
十
九

年
二
月
か
ら
始
め
た
そ
う

で
、
四
人
掛
け
の
丸
テ
ー
ブ

ル
が
三
つ
に
カ
ウ
ン
タ
ー
に

五
席
。
以
前
は
、
こ
の
店
の

女
主
人
の
母
親
が
美
容
室
を

や
っ
て
い
た
が
、
娘
さ
ん
が

引 

気
象
庁
合
理
化
で
一
昨
年
、
三
島
市
は
測
候
所
の
建
屋
と
跡
地
三
分
の
一
を
取
得
し
た
。
残
り
三
分

の
二
は
不
動
産
会
社
マ
リ
モ
（
広
島
市
）
が
取
得
。
そ
の
不
動
産
会
社
は
跡
地
に
十
三
階
建
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
を
計
画
し
、
付
近
の
住
民
は
反
対
の
声
を
上
げ
て
い
る
。
自
動
観
測
器
を
置
く
静
岡
気
象
台
も

反
対
し
、
市
は
他
所
へ
移
転
を
考
慮
中
と
か
。
新
幹
線
で
東
京
通
勤
圏
と
な
っ
た
三
島
は
高
層
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
。
跡
地
を
民
間
不
動
産
会
社
が
取
得
す
れ
ば
当
然
の
成
り
行
き
に
な
る
。 

 

八
〇
円
。
ご
主
人
は
気
軽
に

お
茶
の
時
間
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
の
こ
と
。
圧
倒 

的
に
女
性
客
に 

人
気
が
あ
り
、 

客
層
も
女
性
が 

多
い
店
だ
。 

 

シ
リ
ー
ズ 

街
中
の
喫
茶
店
（
４
）
大
社
町
18
‐

49 

喫
茶
店
『
ジ
ャ
コ
ン
ヌ
』 

efefefefefefegef 
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社
側
の
デ
ー
タ
を
基
準
と
し

て
も
、
亜
硫
酸
ガ
ス
、
そ
の

他
の
有
毒
ガ
ス
の
排
出
に
よ

る
大
気
汚
染
の
心
配
は
地
形

や
気
象
の
デ
ー
タ
か
ら
も
ぬ

ぐ
い
去
れ
な
い
。
ま
た
用
水

の
不
足
、
河
川
と
海
水
の
汚

染
も
あ
り
、
農
業
、
水
産
お

よ
び
公
衆
衛
生
に
対
す
る
公

害
の
恐
れ
は
充
分
に
あ
る
と

い
え
る
。
」
と
報
告
し
た
。
市

民
は
こ
の
報
告
書
を
熱
烈
に

支
持
、
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
を
阻
止
し
た
。
遺
伝
研 

が
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

進
出
阻
止
で
果
た
し
た
功
績

は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

遺
伝
研
が
反
対
し
た
そ
の
根

拠
に
、
測
候
所
の
貴
重
な
気

象
デ
ー
タ
が
あ
っ
た
。 

今
日
、
石
油
化
学
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
が
な
い
恩
恵
は
、
四

六
時
中
絶
え
間
な
く
観
測
す

る
多
忙
の
中
、
各
種
資
料
を

探
し
出
し
ま
と
め
た
所
員
の

地
味
な
努
力
の
賜
物
で
あ

る
。
元
所
員
の
群
山
不
二
男

（
逝
去
）
氏
は
当
時
「
市
民

の
た
め
に
測
候
所
が
役
立
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
退

官
後
、
氏
は
専
門
的
知
識
を

も
っ
て
三
島
の
自
然
保
護
環

境
保
全
に
尽
く
さ
れ
た
。 

 

 

こ
の
記
念
す
べ
き
三
島
測

候
所
建
物
と
職
員
の
功
績
に

感
謝
し
て
職
員
住
宅
敷
地
を

含
む
全
跡
地
は
、
国
の
政
策

を
住
民
が
阻
止
し
た
世
界
で

唯
一
の
記
念
碑
と
し
て
、
三

島
市
が
率
先
し
て
後
世
に
残

す
べ
き
で
あ
る
。
同
地
に
は

十
三
階
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

ビ
ル
風
被
害
や
日
照
な
ど
近

隣
住
民
が
反
対
す
る
の
は
当

然
で
あ
る
。「
水
と
緑
と
人
が

輝
く
ま
ち
・
三
島
、
環
境
先

進
都
市
を
め
ざ
す
」
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
み
の
小
池
政
臣
市
長

の
政
治
の
貧
困
が
問
わ
れ
て

い
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

〈
三
島
自
然
を
守
る
会
〉 

 
 

大
沼
倶
夫 

 

efefefefefefegef 

表
情
は
活
き
活
き
し
て
い

る
。
か
え
っ
こ
の
店
や
各
ブ

ー
ス
も
盛
況
。
名
札
を
つ
け

た
子
供
ス
タ
ッ
フ
が
、
協
力

し
あ
っ
て
働
い
て
い
る
。
お

客
へ
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
、

当
日
飛
び
入
り
の
ス
タ
ッ
フ

に
仕
事
を
教
え
た
り
、
小
さ 

な
子
へ
の
気
配 

り
も
忘
れ
な
い
。 

交
代
で
仕
事
や 

遊
び
に
参
加
し
、 

買
い
物
も
し
て

大
満
足
の
子
供
た
ち
。
そ
の

笑
顔
は
ど
の
子
も
と
て
も
輝

い
て
い
た
。 

 

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
後
に

必
ず
あ
る
の
が
後
か
た
づ
け
。

こ
れ
も
、
遊
び
の
延
長
感
覚
で

協
力
し
あ
っ
て
楽
し
く
や
っ

て
い
た
。
一
面
に
敷
か
れ
た
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ト
の
両
端
を
二 

 

三島にも戦争があった 

三島の戦争遺跡を 
いっしょに歩きませんか！ 

日時：３月２３日（日）9:00～ 
集合場所：三島市役所駐車場 
見学場所：・中島飛行機製作所地下工場跡 
     ・出征馬供養等（竹倉） 
     ・玉沢妙法寺の「平和の鐘」 
     ・砲台陣地の跡（坂小の周り） 

連絡先：瀬古987-1859 
核兵器をなくし平和をつくる三島市民の会 代表 福尾 正夫 

伊藤真氏講演会 
（憲法塾・塾長） 

３月３１日（月） 
午前１０時～１２時 

今こそ「憲法の力」を付けよう！ 
～今を生きるわたしたちの責任～ 
参加費：５００円 

会場：成真寺 
連絡先：０９０－４１１６－２８６９ 

  

bシーザーカット専門店b 
"        " 
営業時間：９：００～１８：００ 
定休日：水・第三日曜日 
〒411-0833 

 三島市中１２３－１２ 
ＴＥＬ：０５５－９７２－６８０８ 

ackP@z^TackP@z^T 

 
びようしつ みゆき 

ackP@z^TackP@z^T a
c
k
P
@
z
^
T
a
c
k
P
@
z
^
T

 

a
c
k
P
@
z
^
T
a
c
k
P
@
z
^
T

 

efefefefefefegef 

efefefefefefegef 

て 

 

南高跡地 

マンション 
建設予定地 

   

 
「
旧
三
島
測
候
所
隣
接
地

に
お
け
る
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
計
画
に
対
す
る
測
候
所

観
測
地
点
の
維
持
存
続
に
関

す
る
お
願
い
」
と
題
し
て
、

地
元
自
治
会
よ
り
、
三
島
市

議
会
長
宛
に
陳
情
書
が
出
さ

れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
三

島
市
は
旧
三
島
測
候
所
保
存

の
為
、
建
物
部
分
を
文
化
財

と
し
て
取
得
し
た
が
、
そ
の

隣
接
地
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
設
予
定
と
成
っ
た
。
そ

の
結
果
七
〇
余
年
に
亘
る
気

象
蓄
積
デ
ー
タ
と
歴
史
に
終

止
符
が
打
た
れ
る
危
機
に
直

面
し
て
い
る
。 

東
本
町
二
丁
目
自
治
会 

測
候
所
存
続
の
陳
情
書 

三
島
市
議
会
あ
て 

答
は
、
適
法
な
手
続
き
で
東

海
財
務
局
よ
り
取
得
し
、
何

の
規
制
も
無
か
っ
た
の
で
計

画
し
た
。
建
替
え
時
の
高
さ

規
制
に
つ
い
て
は
購
入
者
に

周
知
徹
底
す
る
つ
も
り
だ
と

の
こ
と
。 

 

ま
た
、
市
の
話
で
は
、
気

象
観
測
所
の
問
題
や
平
成
二

十
一
年
よ
り
高
さ
規
制
が
加

わ
る
こ
と
、
更
に
、
地
域
住

民
の
意
向
も
あ
る
の
で
、
再

度
、
計
画
の
見
直
し
を
要
望

し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

ＪＲの採用差別問題の早期解決を訴え 

３月１６日（日） 
自転車キャンペーン三島・沼津 

中野 勇人（国鉄闘争四国共闘会議）さんが、 
四国八十八カ所・東京～四国を自転車キャンペーン、 
三島・沼津を駆け抜けます！ 

午後２時半～三島大社前街頭宣伝、 
午後４時沼津駅北口街頭宣伝 
午後６時～沼津労政会館 支援交流会 

＜中野 勇人さんを迎えて＞ 
 連絡先：三島地域ユニオン準備会 
 電 話：０５５－９８８－１９２６（堀） 

 三島大社 

成真寺 

ファミレス 
セブン 
イレブン 

マンション 

私のコレクションを観に来ませんか、 
販売も致します。 
人間国宝作品もあります！ 
（東海登山バス）市内循環・夏梅木経由 
つつじが丘上バス停から１０秒 

る
会
」
と
自
治
会
が
一
体
と

な
り
、
幟
旗
の
設
置
や
署
名

運
動
を
進
め
て
い
る
と
の
こ

と
。 こ

の
件
に
つ
い
て
の
二
月

議
会
で
、
下
山
議
員
の
質
問

に
対
す
る
市
側
の
答
弁
で

は
、
気
象
台
側
が
言
う
に
は

マ
ン
シ
ョ
ン
が
計
画
ど
う
り

建
て
ら
れ
る
と
、
風
向
、
風

速
、
日
照
等
で
の
観
測
に
支

障
を
来
た
す
と
の
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
市
と
し
て
も
市

内
で
の
観
測
継
続
の
た
め

に
、
気
象
台
と
の
話
合
い
を

進
め
て
い
る
と
の
こ
と
。 

ビ
ル
風
や
電
波
障
害
も
予 

現
在
、
三
島
市
で
は
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
の
無
秩
序
な
建

設
が
相
次
い
で
い
る
。
三
島

市
は
積
極
的
に
景
観
環
境
整

備
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、

合
法
と
は
い
え
こ
の
ま
ま
で

は
、
都
市
景
観
に
支
障
を
来

た
す
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
、

旧
三
島
測
候
所
は
歴
史
的
に

も
文
化
的
に
も
地
域
の
重
要

な
文
化
遺
産
で
あ
る
と
訴
え

て
い
る
。 

 

更
に
、
気
象
観
測
継
続
、

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
を
訴

え
、「
三
島
測
候
所
存
続
を
守 

efefefefefefegef 

TEL 
972-2646 

 三島大社 

子
供
が
主
役
の
ブ
ー
ス
イ
ペ
ン
ト 

「か
え
っ
こ
し
よ
う
」 

              

に
参
加
し
て 

現地に掲げられた建設反対の立て看板 


